
 

 

 

 

-元 KESTES 奨学生キホロ博士の記念式典- 

 2014年 3月 22日、本年度より Cooperative University of 

Kenyaにて教授に昇進された 28年前の KESTES奨学生のキホロ

博士が、オザヤにある母校の Kihome Secondary Schoolで

Thanks Giving Day を開催しました。当日は国会議員や地元有

力者、学生、地元住民らを招いての盛大な式典となりました。

KESTESも VIPゲストとして招待され、委員長の堀と元委員長

の藤城が参加してきました。KESTESからのスピーチでは、

KESTESの活動やその意義を紹介し、キホロ博士の当時の担当

者の黒田さんからいただいたメッセージを代読させていただ

きました。キホロ博士はスピーチで、「黒田さん、KESTESの

支援がなければ今の自分はなかった」と感謝の気持ちを述べ

られました。長い年月を経て、KESTESの支援撒により撒かれ

た種が、このように大勢の人たちの祝福を受ける成果となっ

た場に立ち会うことができて、KESTES を誇らしく感じました。

当日会場にいた学生たちは、経済的な困難を抱えていても、

努力を続ければ道が開ける可能性を感じたことと思います。

奨学生の進路は皆それぞれですが、今後も第二、第三のキホ

ロ博士が輩出できるように支援を続けていきます。 

（平成 25年度 1次隊 堀泰洋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 学年 成績 

Otieno Lawi Form1 B 187 人中 60 位 

Fatma Swaleh Form2 B 123 人中 37 位 

Ochieng Tiberius Form2 C+ 301 人中 140 位 

Bonface Mwika Form3 B 159 人中 5 位 

Chebet Diana Form3 C+ 93 人中 13 位 

David Clinton Form4 C+ 29 人中 1 位 

Dennis Waruru Form4 B- 142 人中 40 位 

Lemick Thoya Form4 B 33 人中 4 位 

Odero Pharesh Form4 B- 480 人中 285 位 

 

 

 

奨学生成績 

キホロ博士と 

KESTES 委員 

Thanks Giving Day 

の様子 
JICA 九州の教師海外研修のためにケニアに来られていた皆さんから

KESTES に対し 2,800KSHの寄付を頂きました！更に KESTES グッズの売

り上げ 13,800KSH にも貢献して頂きました。           

KESTES 委員一同、感謝申し上げます。 

寄付のお知らせ 



 

 

-奨学生の日常- 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラウィ君(14歳) Otieno Lawi Ondiek 

担当者：堀 泰洋（平成 25年度 1次隊） 

所属校：Mbita high School 

成績:新入生の為無し, KCPE 375 

学年: Form 1 学費:57,500Ksh 

 ラウィは 6人兄弟の末っ子で、そのせいか、少し大人しいところがあ

ります。お父さんは彼が生まれて早くに亡くなり、その後はお母さんが

テイラーとして働きながら、女手一つで育て上げました。本人は全寮制

の学校を希望していました。その理由を聞くと、勉強に集中したいから

という答えが返ってきました。自分の部屋も電気もない環境ではなかな

か勉強に集中することもできないでしょう。奨学生として採用され、希

望の学校に行けると聞いたときには飛び上がって喜んでいました。 

 彼が通う Mbita high school は全寮制で、朝から晩まで週末以外はス

ケジュールがびっしり詰まっています。朝は 4時に起き、朝食の時間ま

でクラスで自習をします。日中は授業を受け、放課後はまた自習時間が

設けられており、夜 10時まで毎日勉強しているそうです。食事も質素

で、大した娯楽もなく、傍から見ると大変そうですが、本人は高いレベ

ルで勉強できることを喜んでいます。ターム休みの間は実家に帰ってき

ますが、その間も前に通っていたプライマリースクールに朝から行っ

て、勉強しています。 

 一つ心配なのは、彼の体力面です。彼は、元々線が細かったのです

が、寮から帰ってきたときにはさらに痩せていました。昨タームの間に

も何度か体調を崩したようです。高いレベルで仲間と切磋琢磨しなが

ら、心身ともに成長するのを期待しています。 

（平成 25年度 1次隊 堀泰洋） 

 

ダイアナさん(15歳) Chebet Diana 

担当者：土田 和歌子（平成 24 年度 3次隊） 

所属校：Kong’otik Girl’s high School 

成績：C+ クラス 16 位/51人, KCPE 334  

学年：Form 3  学費：38,161Ksh 

 全寮制の公立学校に通うダイアナ。学校ではどんな生活を

送っているのでしょうか。 

朝 4時半起き。授業前に 3時間、夜にも 3時間は自主学習を

しているそうです。寮なので、時間もあり勉強に集中できる

環境にいるのだと思います。1日 1時間クラブの時間があり、

彼女はディベートクラブに所属しています。前回のテーマは

「女性代表制度は廃止するべきか」。高校生で政治に関する

難しいテーマで議論していますね。法律家を目指すダイアナ

には、良い経験の場となっていると期待します。 

 ターム休みには祖母の家に帰ってきます。祖母は体が不自

由で動けないため、家事全般を妹と従妹の 3人でこなしてい

ます。ご飯の支度から片づけ、掃除、洗濯…。空いた時間で

勉強。学校にいる方が好きみたいです。 

 歌うのが大好き！というダイアナ。将来いろいろな可能性

を秘め、大きく羽ばたいて欲しいと願っています。 

（平成 24年度 3次隊 土田和歌子） 



 

 

-KCSE への意気込み- 

現在、KESTES が支援をしているフォーム 4 の奨学生に、まもなく

迎える KCSE に向けての意気込みを訪ねてきました。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

-振り返りシートの導入について- 

今年のターム１から奨学生の更なる成績向上を目的として、振り

返りシートいう制度を導入しました。 

 

  今年度より、総務班では、「振り返りシート」を作成し、

奨学生に記入してもらっています。KESTES奨学生の成績を

みると、奨学生によってばらつきがあり、皆がセカンダリ

ースクールで良い成績を修めているというわけではありま

せん。そうした現状の中、昨年度より、どうにかして成績

の良くない奨学生のサポートができないかと、総務班内で

アイデアを出し合ってきました。その結果、奨学生がター

ム毎の成績を継続的に振り返ることができ、また、次のタ

ームの目標（成績）を設定できる振り返りシートを作成し

てみてはどうかとの結論に至りました。シートには、目標

を達成するためにどういったことを行っていくかや、目標

の成績を修めるために努力した事柄を振り返ることのでき

る欄があります。この振り返りシートを用いることにより

奨学生の成績がアップし、KCSE後、奨学生が自分の希望す

る未来に進むことができるになることを願って止みません。 

  最後に、シートを作成してもらうことによって、これま

で以上に奨学生のことを理解することができたとの声を奨

学生担当者からもらいました。奨学生と奨学生担当者との

関係を大事にしている KESTESで、その関係をより深めるの

にシートが役立ったことを考えると、大変嬉しい気持ちに

なります。（平成 25年度 1次隊 長谷川大） 

 

 

 

 

 

 

 ファレッシュ君の意気込み（堀担当） 

 必ず Aを取ります。そして、日本大使館の奨学金

をとって日本に行って勉強したいと思います。 

 

 デニス君の意気込み（安田担当） 

私は試験をパスすると決めました。そのために毎

日、昼も夜も一生懸命勉強をして KCSEの準備をし

ています。なので、私は大学に進学することが出来

ると思います。 

 
デイビッド君の意気込み（福嶋担当） 

私は KCSEまでの間に、今まで自分がよく理解して

いなかった単元を復習します。また、最後の期末試

験の前にも苦手単元をしっかりと復習したいと思い

ます。 

トーヤ君の意気込み（松田担当） 

KCSEでベストを尽くせるよう、朝は３時に起きて勉

強しています。大学へ進学するためには奨学金が必

要なので、それを得られるように自分にできること

はすべてやりたいと思っています。 

総会における 

「振り返りシート」につい

ての説明 



 

 

-隊員総会における KESTES グッズ販売- 

8 月 3 日から 4 日にかけて実施された JICA ボランティアの隊

員総会にて KESTES の物販を実施させて頂きました。今回の物

販では、KESTES グッズのみでなく帰国隊員の日用品の販売と

オークションも実施しました。 

KESTES グッズは 29,000KSH、日用品の物販は 16,075KSH、オー

クションでは 20,363KSHの売上を得ることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-新メンバー加入- 

2014 年 7 月に 2６年度１次隊の 8 名が新しく KESTES 運営委

員に加入しました！新運営委員を紹介します。 

 

 

氏名 職種 任地 班 

貝屋 こころ コミュニティ開発 ガルバネット イベント班 

水野 将伸 青少年活動 カベテ イベント班 

山崎 咲歩 コミュニティ開発 カカメガ 会計班 

加藤 友崇 環境教育 ナイロビ 広報班 

三関 理沙 コミュニティ開発 ニエリ 広報班 

安田 貴 障害児者支援 マランダ 総務班 

山本 康夫 青少年活動 カカメガ 総務班 

藤井 秀人 障害児者支援 ンジョロ 物販事業班 

ＫＥＳＴＥＳ委員 37 名・奨学生 9 名(2014 年 9 月現在) 

Kenya Students’ Educational Scholarship 

HP: http://jocvkestes.wordpress.com  

問合せ先: kesteskenya@gmail.com  

文責: 笹原千佳(25-1) 

KESTES グッズ 

販売の様子 

KESTESオークション 

の様子 
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